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インテリジェントモビリティ研究所 所長 東 大輔
Society 5.0に基づき，強みである先進モビリティ技術を活用して多様な人々が能力を発揮
し，いきいきと活躍できる社会の実現に貢献する．これが本事業に込めた我々の想いです．
2015年にインテリジェントモビリティ研究所を設立した際，開学から強みとしてきたモビリ
ティ技術で社会に貢献したい，学生諸君に工学の意義と，それを学ぶ喜び，誇りを伝えられ
るプロジェクトにしたい，との想いでリソースを集中し，真摯に取組んで参りました．
本事業の中核をなす対話型 AI 自動運転車いす「パートナーモビリティ」は，クラウド上
のデータベースに基づき，AI 対話で行き先を相談でき，自動運転で目的地まで案内する先
進モビリティです．自動車開発経験者が多く在籍する本学は，自動車開発と同様の手法で，
優れた技術を有する企業や団体と連携し，「大学の研究で終わらせない，必ず社会実装する」
という想いでスピーディに開発を進めて参りました．介護医療をはじめ，空港，ショッピン
グモールなどでの実証試験も進み，すでに一部のサービスは社会実装されつつあります．
その一方で，サービスの利便性や安全性をさらに高める目的で，各要素技術の先行研究に
も力を入れております．自動運転などの先進モビリティ技術を担う交通機械工学科はもちろ
ん，ロボティクス技術で機械システム工学科，センサー技術や人工知能技術で情報ネットワー
ク工学科，福祉都市計画で建築 設備工学科，サービス効果検証で教育創造工学科というよ
うに，全学科がそれぞれの強みを活かし，先行研究を進めてまいりました．本特集では，そ
れら研究成果の一部をご紹介します．高齢者や障がい者が安心して暮らし，いきいきと活躍
できる社会の実現を目指す，本学の取組みを知っていただければ幸いです．
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